
　

今
年
で
開
設
二
十
周
年
を
迎
え

た
豊
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
中

の
島
児
童
会
館
は
、
区
内
の
高
齢

者
の
健
康
増
進
と
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
の
複

合
施
設
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
、
中
の
島
二
条
三
丁
目
に
誕

生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
が
あ
る
中
の
島
地
区

は
、
昭
和
四
十
六
年
の
地
下
鉄
北

二
十
四
条
駅
～
真
駒
内
駅
の
開
業
、

同
年
の
南
十
九
条
大
橋
の
開
通
に

よ
り
、
地
下
鉄「
中
の
島
駅
」を
中

心
に
街
並
み
が
大
き
く
様
変
わ
り

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
に
は

地
域
内
の
下
水
道
普
及
率
は
、
ほ

ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
昭
和

五
十
年
を
過
ぎ
る
と
主
要
道
路
の

ほ
と
ん
ど
が
舗
装
さ
れ
る
な
ど
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
も
進
み
ま
す
。
そ

れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
近
代
的

な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
び
、
人

口
も
著
し
く
増
加
し
ま
す
が
、
ほ

か
の
地
区
に
比
べ
て
文
教
・
福
祉

施
設
が
少
な
く
、
地
域
の
中
学
校

は
平
岸
中
学
校
の
一
校
の
み
。
昭

和
六
十
年
ご
ろ
に
は
、
生
徒
数
は

千
四
百
人
を
超
え
、
学
級
数
も

三
十
余
り
の
マ
ン
モ
ス
校
と
な
り
、

地
域
か
ら
、
中
学
校
新
設
の
強
い

要
望
が
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
六
十
二

年
三
月
、
北
海
道
さ
け
・
ま
す
ふ

化
場
跡
地
の
一
部
に
中
の
島
中
学

校
が
開
校
。
残
り
の
約
五
千
平
方

㍍
の
跡
地
の
有
効
活
用
と
し
て
、

翌
年
建
て
ら
れ
た
の
が
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
児
童
会
館
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
施
設
は
、
複
合
施

設
で
あ
る
と
い
う
特
色
を
生
か
し
、

開
設
当
初
か
ら「
ふ
れ
あ
い
遠
足
」

や「
夏
ま
つ
り
」な
ど
世
代
間
交
流

が
で
き
る
合
同
行
事
を
年
数
回
行

っ
て
お
り
、
現
在
、
施
設
利
用
者

は
一
日
約
二
百
四
十
人
。
高
齢
者

や
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
る
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
た
今
年
、
施
設
の
愛
称
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
百
件
を
超
え
る

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
も
、
施
設
に
対
す
る

利
用
者
の
親
し
み
の
深
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
愛
称
は
、
四
月
十
八

日
に
行
わ
れ
る
二
十
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
で
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

世
代
間
交
流
が
で
き
る
場
に
ふ

さ
わ
し
い
愛
称
が
付
き
、
今
後
も

末
永
く
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

大勢の地域住民が参加
した、当時の落成式。

毎
月
14
日
の「
と
よ
ひ
ら
の
日
」と
毎
週
水
曜
日
は
区
役
所
食
堂
で
ヘ
ル
シ
ー
定
食
を
販
売
し
て
い
ま
す

▲エンジョイ・マタニティ
クッキング（ 2 /29）
新米ママさん大奮闘!!

中の島会館（ 3 /10）▶　
　　なんでも食べて　
　　大きくなるぞー。

▲食べてもおいしいコンサの
ひみつ！（ 2 /23）
サッカー選手の食事に舌鼓。

◀留学生と一緒に母国料理を
堪能しましょう（ 2 /21）
4 カ国のお料理教室。
異国の味に興味津々。

▲健康フェスタ（ 2 /29）
「転

ころ

ばん体操」で転倒防止！

▼創造学園卒業式（ 3 /12）
2 年間の皆勤賞。
おめでとうございます。

●まちのお台所とよひら
▲月寒公民館（ 3 /10）
どんな料理ができるのかな。
ワクワク♪

2008ー❹ー広報さっぽろ 豊平　�

第44回　「札幌市豊平老人福祉センター・札幌市中の島児童会館」の巻

～二十歳を迎えた世代間交流の場～


